
（第１面）

産業廃棄物処理計画書
令和 5 年 6 月 16 日

熊本県知事 殿

提出者
住所

氏名

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
電話番号     096-293-1111

 その処理に関する計画を作成したので、提出します。

　　本田技研工業株式会社　熊本製作所事業場の名称

事業場の所在地

計画期間 令和 4 年 4 月 1 日 から 令和 5 年 3 月 31 日 まで

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事業の種類

②事業の規模

③従業員数

別紙

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

様式第二号の八（第八条の四の五関係）

熊本県菊池郡大津町大字平川1500番地

本田技研工業株式会社　熊本製作所
　　 所長　　島添　正規

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

　　熊本県菊池郡大津町大字平川1500番地

　　輸送用機械器具製造業　[自動車製造業　3111（二輪自動車を含む）]

1,933億円

1,992名（3月末現在）

（日本工業規格　A列４番）



（第２面）

 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 （ 3 年度 ） 実績】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

排出量 439.87 ｔ 1,044.56 ｔ 403.70 ｔ 4,343.89 ｔ 163.33 ｔ 263.12 ｔ 237.08 ｔ 5.69 ｔ

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

排出量 229.37 ｔ 46.10 ｔ 53.89 ｔ 5.06 ｔ 6.97 ｔ 7.30 ｔ 1,337.40 ｔ 20.50 ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

排出量 439.06 ｔ 649.16 ｔ 250.84 ｔ 4,964.75 ｔ 164.97 ｔ 317.40 ｔ 252.88 ｔ 6.68 ｔ

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

排出量 262.70 ｔ 34.19 ｔ 56.91 ｔ 5.60 ｔ 2.90 ｔ 2.72 ｔ 1,437.00 ｔ 24.05 ｔ

（今後実施する予定の計画）

　・現状施策を継続し、維持する

 産業廃棄物の分別に関する事項

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　・現状施策を継続し、維持する

　①

現
状

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他

　・生産分野において、資源効率や環境効率を追求した環境負荷低減を目指した循環型工場の推進
　・事業系廃棄物は、RPF化(固形燃料)し、再生利用を図る

　②

計
画

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他

　①

現
状

　・種類毎に分別し、保管している。それぞれの容器に明示し、混入を防止している
　・委員会（エネルギー/環境部会等）で分別に関するＰＲを定期的に実施している

　②

計
画

：生産事業所 環境体制

：熊本製作所 環境体制

生産領域  環境マネジメント体制

議  長  ： 生産領域  環境統括責任者

参画者 ： 各事業所 環境総合責任者

PT製造部、　埼玉製作所、　浜松地区、

鈴鹿製作所、　生産企画統括部

本社海外部品物流部、

熊本製作所 環境マネジメント体制

熊本製作所　：　所長

　議長：環境総合責任者

　参画者：部/工場の環境保全代務者 　事務局：環境事務局

※敷地内に所在する本社組織、研究領域、ＨＬＩ、ＨＫ、ＨＳＲ九州、Ｈグロスは、ISO14001から適用除外とする

環境統括責任者、環境実務者代表は、ISO14001から適用除外とする

所属長

ISO内部監査

部門　内部監査員

従業員

環境保全代務者会議

各部、工場

部長、　工場長

部長/工場長の代務：
環境保全代務者

部/工場の取りまとめ：
環境実務者代表

環境推進委員会

環境事務局

部門　環境実務者

環境実務者

※　各部門

環境統括責任者

所長代務：環境総合責任者

生産領域　環境統括責任者

環境総合統括責任者

ｵﾌｨｽ領域   環境統括責任者

環境総合管理責任者
ｸﾞﾘｰﾝﾌｧｸﾄﾘｰ推進室　室長

購買領域  環境統括責任者

環境総合責任者会議



（第３面）

 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 （ 3 年度 ） 実績】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

自ら再生利用を行った
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

自ら再生利用を行った
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

　・実施していない

【目標】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

自ら再生利用を行う
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

自ら再生利用を行う
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

産業廃棄物の量

（今後実施する予定の計画）

　・実施する予定はない

 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 （ 3 年度 ） 実績】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

自ら熱回収を行った
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

産業廃棄物の量

自ら中間処理により
0.00 ｔ 974.92 ｔ 376.79 ｔ 3,448.21 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

減量した産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

自ら熱回収を行った
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

産業廃棄物の量

自ら中間処理により
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

減量した産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

自ら熱回収を行う
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

産業廃棄物の量

自ら中間処理により
0.00 ｔ 605.88 ｔ 234.12 ｔ 4,079.77 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

減量する産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

自ら熱回収を行う
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

産業廃棄物の量

自ら中間処理により
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

減量する産業廃棄物の量

（今後実施する予定の計画）

　・脱水機、濃縮装置の清掃とメンテナンスを実施し、廃棄物の削減を推進する

　①

現
状

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他

　②

計
画

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他

　①

現
状

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他

　・脱水効率を高める為、定期的に清掃やメンテナンスを実施している
　・濃縮装置を用いた廃液の減容化を実施している

　②

計
画

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他



（第４面）

 自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 （ 3 年度 ） 実績】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

自ら埋立処分又は
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

自ら埋立処分又は
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

　・実施していない

【目標】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

自ら埋立処分又は
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

自ら埋立処分又は
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

（今後実施する予定の計画）

・実施する予定はない

 産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 （ 3 年度 ） 実績】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

全処理委託量 439.87 ｔ 69.64 ｔ 26.91 ｔ 895.68 ｔ 163.33 ｔ 263.12 ｔ 237.08 ｔ 5.69 ｔ

優良認定処理業者
332.74 ｔ 69.64 ｔ 26.91 ｔ 895.68 ｔ 163.33 ｔ 263.12 ｔ 216.60 ｔ 0.00 ｔ

への処理委託量

再生利用業者
12.53 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 3.85 ｔ 5.69 ｔ

への処理委託量

認定熱回収業者
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

への処理委託料
認定熱回収業者

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

全処理委託量 229.37 ｔ 46.10 ｔ 58.50 ｔ 5.06 ｔ 6.97 ｔ 7.30 ｔ 1,337.40 ｔ 20.50 ｔ

優良認定処理業者
202.85 ｔ 46.10 ｔ 0.00 ｔ 5.06 ｔ 2.91 ｔ 7.30 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

への処理委託量

再生利用業者
26.52 ｔ 0.00 ｔ 58.50 ｔ 0.00 ｔ 4.06 ｔ 0.00 ｔ 1,337.40 ｔ 20.50 ｔ

への処理委託量

認定熱回収業者
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

への処理委託料
認定熱回収業者

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

（これまでに実施した取組）

　・定期的に処理委託業者を訪問し、処理状況等の確認を行っている

　①

現
状

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他

　②

計
画

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他

　①

現
状

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他



（第５面）

【目標】

産業廃棄物の種類
無機汚泥 有機汚泥 廃油 廃アルカリ 廃プラ 合成ゴム

全処理委託量 439.06 ｔ 43.28 ｔ 16.72 ｔ 884.98 ｔ 164.97 ｔ 317.40 ｔ 252.88 ｔ 6.68 ｔ

優良認定処理業者
439.06 ｔ 43.28 ｔ 16.72 ｔ 884.98 ｔ 164.97 ｔ 317.40 ｔ 247.83 ｔ 0.00 ｔ

への処理委託量

再生利用業者
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 5.05 ｔ 6.68 ｔ

への処理委託量

認定熱回収業者
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

への処理委託料
認定熱回収業者

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

産業廃棄物の種類
紙くず 木くず 非鉄金属 陶磁器 鋳物砂

全処理委託量 262.70 ｔ 34.19 ｔ 56.91 ｔ 5.61 ｔ 2.90 ｔ 2.72 ｔ 1,437.00 ｔ 24.50 ｔ

優良認定処理業者
237.54 ｔ 34.19 ｔ 0.00 ｔ 5.61 ｔ 0.00 ｔ 0.27 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

への処理委託量

再生利用業者
25.16 ｔ 0.00 ｔ 56.91 ｔ 0.00 ｔ 2.90 ｔ 2.45 ｔ 1,437.00 ｔ 24.50 ｔ

への処理委託量

認定熱回収業者
0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

への処理委託料
認定熱回収業者

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

（今後実施する予定の取組）

　・優良認定処理業者への処理委託量を増やしながら、廃棄物の適正な処理を継続管理していく

※事務処理欄

　①

計
画

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリー
トくず

二輪
二輪その他



（第６面）

備考

1

2

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の６月30日までに提出すること。

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
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メッキ廃液 鉄原料

機械加工区

鋳造

鋳物廃砂

廃油（離型材廃液）

廃油（切削液䡡洗浄液）

陶磁器屑

ショット粕

集塵ダスト

廃油

砥石

微細切粉

廃油(洗浄液)

廃塗料

塗装樹脂 MO

工場全体

一般廃棄物（資源用）

木屑

廃プラスチック

廃蛍光灯

発泡スチロール

廃タイヤ

廃油

残飯

塗料粕（塊滓）

塗料粕

家畜の餌

スラグ化

原材料化

セメント燃料

再生燃料

環境䡡䡡䡡䡡
減容処理（廃油）

燃料化

排出部門 産業廃棄物の種類
【委託処理】

逆有償物

焼却

溶融(鉄原料)

コンクリート固化
(路盤材)

再生利用

排水処理の汚泥

廃ガラス
ＯＡｌ機器

原材料化

ＲＰＦ化

䡡䡡䡡䡡原料／燃料

一般廃棄物(再生不可品)

再生原料

廃車
(2輪車,4輪車,汎用機)

4Rリサイクル法

廃乾電池

廃油（アロジン化成液）

コンクリート固化
(路盤材)

集塵ダスト

䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡

䡡䡡䡡䡡䡡BOX

食堂

䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡

鉄付廃プラ

塩ビ廃プラ

アルミ研磨粕

ポッティング材
スラグ化

廃陶磁器屑

廃フィルター

䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡

食堂

環境センター

汚泥

汚泥

䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡

䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡

廃油

陶磁器屑

汚泥

集積場所

䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡䡡

動力棟

抽出棟 䡡䡡䡡䡡原料／燃料



産業廃棄物処理計画書（集計用シート）
提出者の名称 提出者の住所

事業場の名称 　　本田技研工業株式会社　熊本製作所 事業場の所在地

内容年度 平成 4 年度

（単位：トン）

廃棄物の種類 排出量

自社内での処理状況 委託先での処理状況

委託処理量のうち委託先毎の量

Ａ Ｂ C D E F G H I J

無機汚泥
現状 439.87 0.00 0.00 0.00 0.00 439.87 332.74 12.53 0.00 0.00 
計画 439.06 0.00 0.00 0.00 0.00 439.06 439.06 0.00 0.00 0.00 

有機汚泥
現状 1,044.56 0.00 0.00 974.92 0.00 69.64 69.64 0.00 0.00 0.00 
計画 649.16 0.00 0.00 605.88 0.00 43.28 43.28 0.00 0.00 0.00 
現状 403.70 0.00 0.00 376.79 0.00 26.91 26.91 0.00 0.00 0.00 
計画 250.84 0.00 0.00 234.12 0.00 16.72 16.72 0.00 0.00 0.00 
現状 4,343.89 0.00 0.00 3,448.21 0.00 895.68 895.68 0.00 0.00 0.00 
計画 4,964.75 0.00 0.00 4,079.77 0.00 884.98 884.98 0.00 0.00 0.00 

廃油
現状 163.33 0.00 0.00 0.00 0.00 163.33 163.33 0.00 0.00 0.00 
計画 164.97 0.00 0.00 0.00 0.00 164.97 164.97 0.00 0.00 0.00 

廃アルカリ
現状 263.12 0.00 0.00 0.00 0.00 263.12 263.12 0.00 0.00 0.00 
計画 317.40 0.00 0.00 0.00 0.00 317.40 317.40 0.00 0.00 0.00 

廃プラ
現状 237.08 0.00 0.00 0.00 0.00 237.08 216.60 3.85 0.00 0.00 
計画 252.88 0.00 0.00 0.00 0.00 252.88 247.83 5.05 0.00 0.00 

合成ゴム
現状 5.69 0.00 0.00 0.00 0.00 5.69 0.00 5.69 0.00 0.00 
計画 6.68 0.00 0.00 0.00 0.00 6.68 0.00 6.68 0.00 0.00 

紙くず
現状 229.37 0.00 0.00 0.00 0.00 229.37 202.85 26.52 0.00 0.00 
計画 262.70 0.00 0.00 0.00 0.00 262.70 237.54 25.16 0.00 0.00 

木くず
現状 46.10 0.00 0.00 0.00 0.00 46.10 46.10 0.00 0.00 0.00 
計画 34.19 0.00 0.00 0.00 0.00 34.19 34.19 0.00 0.00 0.00 
現状 53.89 0.00 0.00 0.00 0.00 58.50 0.00 58.50 0.00 0.00 
計画 56.91 0.00 0.00 0.00 0.00 56.91 0.00 56.91 0.00 0.00 

非鉄金属
現状 5.06 0.00 0.00 0.00 0.00 5.06 5.06 0.00 0.00 0.00 
計画 5.60 0.00 0.00 0.00 0.00 5.61 5.61 0.00 0.00 0.00 
現状 6.97 0.00 0.00 0.00 0.00 6.97 2.91 4.06 0.00 0.00 
計画 2.90 0.00 0.00 0.00 0.00 2.90 0.00 2.90 0.00 0.00 

陶磁器
現状 7.30 0.00 0.00 0.00 0.00 7.30 7.30 0.00 0.00 0.00 
計画 2.72 0.00 0.00 0.00 0.00 2.72 0.27 2.45 0.00 0.00 

鋳物砂
現状 1,337.40 0.00 0.00 0.00 0.00 1,337.40 0.00 1,337.40 0.00 0.00 
計画 1,437.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,437.00 0.00 1,437.00 0.00 0.00 
現状 20.50 0.00 0.00 0.00 0.00 20.50 0.00 20.50 0.00 0.00 
計画 24.05 0.00 0.00 0.00 0.00 24.50 0.00 24.50 0.00 0.00 

合　計
現状 8,607.83 0.00 0.00 4,799.92 0.00 3,812.52 2,232.24 1,469.05 0.00 0.00 
計画 8,871.81 0.00 0.00 4,919.77 0.00 3,952.50 2,391.85 1,560.65 0.00 0.00 

本田技研工業株式会社　熊本製作所
　　 所長　　島添　正規 熊本県菊池郡大津町大字平川1500番地

　　熊本県菊池郡大津町大字平川1500番地

現状
／

計画
自己再生
利用量

自己中間
処理

減量化量

自己最終
処分量

全処理
委託量うち熱

回収量

優良認定
処理業者
への処理
委託量

再生利用
業者への

処理
委託量

熱回収
認定業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
以外の熱
回収を行
う業者へ
の処理
委託量

有機・無機
汚泥

水溶性
切削油

動物性
残さ

ガラスくず
コンクリートくず

二輪
二輪その他
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